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早期母子接触、ERAS、メンタルヘルスケアまで

母子に寄り添う帝王切開ケア
今こそ知識をアップデート！

プランナー：村越 毅 聖隷浜松病院 産婦人科・総合周産期母子医療センター 部長

特集
帝王切開が増加している昨今、帝王切開に対する捉え方は人それぞれです。本特集では、医師や助産師はどのように母子に

寄り添うべきなのかを提起し、帝王切開の術前から分娩中、分娩後の管理（創部ケア、鎮痛薬、ERASなど）まで、基本の流れ

を網羅的に解説します。さらに、帝王切開時の早期母子接触や家族の立ち会い、緊急帝王切開時のフォローなどにも触れま

す。 “寄り添うこと”にも軸を置いた企画です。

◆総 論

1．母子に寄りそう帝王切開ケア助産師だからこそできること

◆術前～術後の管理

2．術後早期回復プログラム（ERAS）

3．術後疼痛管理

   （痛みにより離床、育児手技獲得が進まないなども含む）

4．創部のケア（創部をより綺麗に直す方法、腹帯をいつまで着けるのかなど、

創傷ケア用品の選択なども含む）

◆母子に寄り添うケア

5．帝王切開中の早期母子接触

6．バースレビュー（緊急帝王切開時のフォローも含む）

7．産後の授乳確立

   （痛みを軽減しながら授乳する体勢、便利グッズなども含む）
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◆各論
8．帝王切開中の家族立ち会い（クリニックの場合）

9．帝王切開中の家族立ち会い（総合病院の場合）

10．帝王切開後の経腟分娩
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ＡＤポイント 女性に寄り添うケアを追究する医師・助産師ら周産期スタッフが協働するための最新の

知識が満載。周産期に用いるさまざまな物品のアピールが期待できます。
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